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えている影響［Kageyama 1996; Wilkinson 2010］，
ブラジル地域経済・雇用への影響［Mueller and 









を拡大する道をとっている［西川 1983; Nakatani, 































































































































に伸びている。図 1は，1976/77 年から 2013/14
年のブラジルの大豆生産量と作付面積の推移を
示したものである。大豆の生産量・作付面積共
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セント（2001/02 年）から 3.4 パーセント（2013/14






年の農業センサスによれば，21 万 7015 戸が大
豆生産を行っており，全体の 89.8 パーセント
が南部である。地域によって多少の差はあるも
のの，全体の 8割強にあたる 18 万 1874 戸が自
作農（所有）である。一方，全体の 10 パーセ







































4）。図 5によれば，2013 年において 8160 万ト
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??????????????????????? ??? ?? ???????
66
オディーゼルの 2パーセントまでの混合許可，
2008 年以降は混合義務化（2008 年 3 パーセント，















ば，2013 年において 37 社の企業が 70 の加工
施設を経営しており（うち 17 施設が遊休施設），
66 社の企業が 121 の搾油施設を経営している
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が進み，1979 年に 26 家族の占有が確認されて
おり，1981 年に国家入植農地改革院（Instituto 
Nacional de Colonização e Reforma Agrária: INCRA）
主導の入植事業によって，国道 163 号線沿いに
203 家族が入植し 1987 年に誕生した（注７）。市面





の 1.6 パーセントが 10 ヘクタール以下，8.8
パーセントが 10〜100 ヘクタール，76.4 パーセ















































生産量は 71 万 6550 トンで，国内第 12 位（州
内第 9位），トウモロコシ生産量は 108 万 9710
トン，国内第 3位（州内第 2位）となる。大豆
作付面積は 22 万 5500 ヘクタール，トウモロコ
シ作付面積は 16 万 6263 ヘクタールであり，平
均収量（1ヘクタール当たり）は，大豆が 3178
キログラムで国内第 9位（州内第 3位），トウモ






施設における圧搾能力は 1日当たり 3000 トン，
ブラジルフーズのプラント解体処理能力は 1日
当たり 50 万頭（家禽）と 5000 頭（豚），フィア










































本調査は 2013 年 2 月 10〜23 日に行い，イン
タビュー調査は，市役所，農業関連研究所 2カ













































































































































































































































































































































































































































































































































A 1995 Ke	Soja 25
〇 月１%
B 1996 Ke	Soja 25
C 1995 Ke	Soja 25





F 1995 Bunge 23
G 1989 Fiagrill 27
（出所）筆者作成
（注）１）Via Campo は投入財企業である。
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において 0.768 であり，5565 市町村のなかで第
259 位，マットグロッソ州（141 市町村）で第 2
位，1991 年の 0.549 と比較しても大幅に改善し
ている。特に教育指数においては，1991 年か
ら 2010 年にかけ年平均増加率は 4.3 パーセン
トと大幅な改善がみられる。ジニ係数において
も 2010 年において 0.46 と，ブラジル全体の
0.61，マットグロッソ州の 0.57 と比較しても低
い値であり，所得平等の方向へ向いている。1
人当たり所得においても，1991 年の 600.41 レ

















ら 1000 ヘクタールを大規模農家，1000 ヘクター
ル以上を巨大農家としている。ただし，INCRA













































ト で あ る［Prefeitura Municipal de Lucas do Rio 
Verde 2007, 56］。また，ルッカスには日伯セラー
ド農業開発「プロデセル」事業で 1986 年に 39
家族が入植している［本郷・細野 2012, 39-40］。
（注８）標準農地面積とは，農地所有税








市の標準面積の 1単位は 10〜30 ヘクタールであ
るが，中西部のマットグロッソ州の各市の標準
農地面積の 1単位は 60〜100 ヘクタールとなっ
ている（州都クヤバ〈Cuiabá〉のみ 30 ヘクター
ル）。
（注９）2013 年 2 月 15 日，登記所へのインタ
ビュー。またルッカスでは，環境との調和や森
林再生を目的に，2006 年から法定ルッカスドリ













ている。3交代による 24 時間操業で，87 人を雇





































において 200 万袋〈1袋 60 キログラム〉程度）。
また自社農場（4カ所）で育苗（種子）をして
おり，そのうちルッカスでは 3600 ヘクタール
（2カ所 ），ゴイアス州で 5600 ヘクタール（2カ
所）経営している（2013 年 2 月 12 日，ケ・ソー
ジャ社へのインタビュー）。
（注18）2013 年 2 月 12 日，ケ・ソージャ社へ
のインタビュー。













（注21）INCRA の 入 植 者（ 区 画 所 有 者，

































開発地，② 3万 2545 ヘクタールが占有者から収
用された土地，③ 6万 7455 ヘクタールが占有者
の土地で合法化の対象となった土地としている。
1982 年の時点でINCRAの入植者および占有者


























2011 年にマラニョン州（北東部）で 9864 ヘク







2010 年 8 月に政府による意見書（LA-01）が発
表され，さらに 2011 年 12 月にINCRAよりその
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